
 

 
 

<H28.10.22～23 開催講演会感想> 

今回、吉備国際大学 保健医療福祉学部 作業

療法学科 准教授 竹林崇先生をお招きし同窓会

主催の講演会としては初めての 2 日間に渡る日程

にて行いました。テーマとしては 1 日目に「学習

を基盤とした脳卒中上肢麻痺に対する積極的訓練 

課題指向型訓練と Transfer  packageを中心に」、

2 日目に「研究法と論文の書き方」というテーマ

でお話し頂きました。脳卒中上肢麻痺においては

回復の予後が不良であることやその後の人生にお

いての QOL を著しく低下させる等、臨床現場で

も難治することが多いのではないかと思います。

そんな上肢麻痺に対する治療法として近年エビデ

ンスを確立している CI 療法を実践されてきた竹

林先生の講義を通して感じたこととしては、テー

マとして脳卒中後上肢麻痺についてでしたが、対

象の方と対峙する上で絶対的に必要なヒトについ

ての理解を深めることが出来ました。ヒトの発生

学的な視点から紐解き、ヒトの幸福感とは等、ど

んな領域における療法士の方にも響く内容であっ

たと思います。また、詳しい介入の方略において

も科学的な視点からエビデンスに基づいたお話し

に圧倒された講演内容で、これからの臨床に役立

てる知識を多く教えていただきました。このよう

な貴重な講演をして頂き本当にありがとうござい

ました。 

北樹会病院 堀 翔平(9期 0T） 

 

 

＜アンケート結果＞ 

1. 本日の講演会について 

・二年前と比べて内容や動画が Update されて

いて良かったです。 

・貴重な講義を聴ける機会を頂き本当にありが

とうございます。 

・治療に生かしていこうと思いました。 

・非常に興味があり、とても面白い講演会でし

た。また聞きたいです。 

・面白く引き込まれる講演会でした。 

・CI療法の考えや学習について学べてよかった

です。 

・CI療法について分からなかった点が理解出来

ました。明日から臨床に活かしたいと強く思

いました。 

・運動学習や治療効果について分かりやすかっ

たです。 

・リハ時間以外の介入や導入方法が知れてよか

ったです。 

・課題志向型訓練・目標設定・動機づけ・フィ

ードバックについて改めて学べました。 

 ・時間があっという間に感じた貴重な講演会で

した。 

・難しい内容もありましたが分かりやすく説明

してくださり、理解しやすかった。 

 ・自分自身の経験を含めた話で聞きごたえがあ

りました。 

 ・もう一度講義を開催してほしいです。 

 ・研究に興味があり、まずすべき事が決まった

ような気がしました。 

 ・研究に至った経緯を具体的に説明して頂き研

究に興味を持ちました。 

・整形分野では中枢について学ぶ機会が少ない

ですが学べてよかったです。 

・分かりやすいだけでなく、面白い講義でした。

本当に楽しかったです 

（アンケートより一部抜粋） 

札幌リハビリテーション専門学校 同窓会誌     

平成 28年 10月 23日 



 

２.同窓会運営について 

 ①会の進行はスムーズでしたか。 

(はい 34名・いいえ 0名) 

 ②日程、時間は適切でしたか。 

 (はい 34名・いいえ 0名) 

 ③その他お気づきの点、ご意見、ご要望があり

ましたら記載して下さい。 

・アンケートは 2日で一枚でいいのでは。 

  ・休憩も調度よくスムーズでした。  

  ・2日目の 2時間講義に休憩がほしいです。 

  

３.今後の講演会について 

 ①講演会に呼んでほしい講師や、同窓会で行っ

てほしい内容を記載して下さい 

  ・分野：整形 9名 中枢 18名 精神 1名 

  循環 5名 呼吸 8名 癌 1名   

その他 ：脊髄系   １名 

神経難病 1名 

終末期   1名 

  ・講師：山下 康次先生 

林 典雄先生 

斉藤 佑樹先生 

山本 伸一先生 

澤田 辰徳先生 

 

４.同窓会主催の講演会・症例検討会についてご意

見があれば記載して下さい。 

 ・実技メインの同窓会もやってほしい 

 ・卒業生限定のみにせず幅広く参加者を募集し

てほしいです 

 ・休日の開催は助かります 

 ・非会員で参加しましたがもっと多くの人に知

ってもらって欲しいです 

 ・講演会開催を継続してほしいです 

 

 

 

 

＜編集後記＞ 

晩秋の候、皆様におかれましてはますますご清

祥のこととお慶び申し上げます。今回の講演会に

参加して頂いた皆様、 アンケートへのご協力あり

がとうございました。 

 今回は二日間に渡り「脳卒中上肢麻痺に対する

課題指向型訓練と Transfer Package」「研究法と

論文の書き方」の 2 つのテーマをご講義して頂き

ました。大変勉強になる講義内容であり、普段の

臨床での思考の整理の手助けとなる内容になった

のではないかと思います。 

 さて、今年度は 3 回講演会を予定しており、冬

にも講演会を開催する予定です。次回は 2017年 2

月 25日を予定しており、講師に定山渓病院 作業

療法士 南部 浩志先生をお招きし、講演会を開催

する予定です。 

詳細は決定次第ホームページ・Facebookにてご

連絡させて頂きます。 

今年度最後の講演会となります。 

皆様のたくさんのご参加をお待ちしております。 

 

〇札幌リハビリテーション同窓会ホームページ 

http://www.satsureha-dousoukai.com/index.html 

〇札幌リハビリテーション同窓会 Facebook 

https://www.facebook.com/saturiha.doso 
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